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学 　校　 関　 係　 者　 評　 価

実 施 日　令和　　年　　月　　日

番号 評価項目 具体的方策 達成度 次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価等

1

①新たな教育課程の編
成

②ICTの活用と授業改
善による学力の向上

③キャリア教育の充実
とこれからの進路指導
の基盤整備

①学習指導要領の趣旨を踏まえ
た適切な令和８年度教育課程を
編成する。

②-1 授業アンケートによる満足
度調査を実施する。
②-2 ICTを効果的に活用した授
業づくりに取り組む。

③-1 希望進路の計画的・系統的
な進路指導プログラムを整備す
る。

2

①各学校行事の工夫と
学科・部活動に関する
情報発信

②姉妹校との連携内容
の新たな展開

③-1 時代のニーズに
応じた生徒指導
③-2 組織力を活かし
た継続的な生徒指導

①-1 生徒の主体的な取組によっ
て学校行事を活性化する。
①-2 HP、公式SNS等で積極的に
情報発信し、生徒保護者の満足
度を高める。

②-1 姉妹校訪問を実施する。
②-2 情報機器等を活用し、同時
進行型の交流活動を試みる。

③-1 生徒の主体性を育む生徒指
導を推進する。
③-2 生徒指導部を中心とした学
校組織の機能を活かした生徒指
導を行う。

3

①SNS等を有効活用し
た情報発信

②創立40周年事業の記
念誌の編纂と刊行

③-1 地域社会との交
流活動の実施による情
報発信
③-2 新たな働き方改
革基本指針を踏まえた
地域連携の見直し

①-1 HP・メール・通知などを適
時適切に保護者へ案内する。
①-2 SNSなどの情報発信媒体の
有効活用を推進する。

②実行委員会を中心にPTA・同窓
会や各担当と緊密に連携し、記
念誌を刊行する。

③-1 地域の小・中学校との交流
を継続し、本校の特色を積極的
に発信する。
③-2 交流活動を精選する他、業
務内容の軽減を推進する。

方策の評価指標

【現状】
　学校行事や発表会、部活動の大会や
コンクールなどが実施され、生徒の満
足度は高い。

【課題】
①学校行事をさらに盛り上げ、学校の
一体感を醸成する。
②海外との交流をさらに積極的に展開
する。
③見直しした校則によって生徒の主体
性を育む丁寧な指導を継続する。

【現状】
　学校情報の発信には工夫を加える必
要がある。一方、地域との連携は上手
く機能しており、市内には本校のファ
ンも多く、評判は上々である。

【課題】
①タイムリーな情報発信と内容の充実
を保護者から要望されている。
②創立40周年記念事業の成功及びＰＴ
Ａと学校の連携の活性化が期待されて
いる。
③地域交流や地域行事への参加による
本校の特色・魅力の積極的かつ効率
的・効果的な発信が求められている。

　※　重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。
　※　番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。

①令和８年度の新たな教育課程を編成できた
か。

②-1 「学校自己評価生徒アンケート」の授業に
関する項目の満足度結果が90％以上肯定的な回
答であったか。
②-2 ICTを効果的に活用した授業づくりに取り
組めたか。

③-1 希望進路の達成率が95％以上となったか。
③-2 希望進路の計画的・系統的な進路指導プロ
グラムを整備できたか。

評価項目の達成状況

①-1 行事等の案内を実施日の２週間前に発信す
ることができたか。
①-2 公式インスタグラムを開設した部活動等は
増加したか。
 

②予算内で年度内に記念誌を刊行し配布するこ
とができたか。

③-1 小学生・中学生の参加者は増加したか。
③-2 交流活動の業務の負担を軽減することがで
きたか。

【現状】
　生徒・保護者ともアンケート結果か
ら授業の満足度は高い。

【課題】
①DX対応能力や情報リテラシー育成の
経験的・体験的な過程を通した学びの
実現が望まれている。
②学力の向上はもとより、ICTの活用
も期待されている。
③キャリア教育における将来構想の体
験的学習や人権意識の獲得と豊かな人
間性の育成が求められている。

達
成
度

　　出席者　学校関係者　　　　　名
　　　　　　生徒　　　　　　　　名
　　　　　　事務局(教職員)　　　名

学　　　　　　　校　　　　　　　自　　　　　　　己　　　　　　　評　　　　　　　価

年　　　　　　度　　　　　　目　　　　　　標 年 度 評 価（ 　　月　　日 現在 ）

現状と課題

不十分(４割未満)

①「学校自己評価生徒・保護者アンケート」の
学校行事に関する項目の満足度結果が生徒、保
護者ともに90％以上の肯定的な回答であった
か。

②-1 訪問した成果を全校に還元できたか。
②-2 新たな交流活動を具体的に展開できたか。

③-1 「学校自己評価生徒アンケート」の基本的
生活習慣に関する項目の結果が、90％以上の肯
定的な回答となったか。
③-2 「学校自己評価生徒アンケート」の学校生
活に関する満足度結果が90％以上の肯定的な回
答となったか。

※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校
　評価懇話会を開催し、学校自己評価を踏ま
　えて評価を受けた日とする。

令 和 ７ 年 度　学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 埼玉県立大宮光陵高等学校 ）

目指す学校像
校訓「自立、協調、創造」の理念のもと、確かな学力と専門的な能力を身に着け、情操豊かで、自主的・創造
的な精神を持つ人間を育てる。

重　点　目　標

１ 確かな学力の向上と自立する力の育成に向け、学習意欲を高める授業を展開し、生徒一人一人の進路希望
実現を支援する。
２ グローバルな視野を養う機会を推進し、豊かな人間性と創造性を育み、様々な角度から物事を考え自ら率
先して行動できる人材を育成する。
３ 多様で特色ある本校の情報を積極的に発信し、開かれた学校づくりを推進する。

ほぼ達成(８割以上)

概ね達成(６割以上)

変化の兆し(４割以上)


